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 C2 積分・重積分とその応用 

 
【収束半径・収束域】 次の整級数の収束半径・収束域を求めよ。 
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【関数項級数・関数列と極限関数】 次の関数列をグラフで示すこと。 

        極限関数へ一様収束するか否かも示すこと。 
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【不定積分】次の不定積分を求めよ。 
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【積分で定義される関数】 次の不定積分を求めよ。 
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              xより小さい素数の数の評価に現れる 
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              量子力学に現れる 
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              ,Si Ciは通信工学に現れる 
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【定積分・広義積分】 次の定積分・広義積分を求めよ。 
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【有名な広義積分】次の広義積分を求めよ。 

    ∫∫
∞ − −==
0

1

0
log|log|log γtdtedxx t               オイラーの定数 

  ∑∫∫∫
∞

=

∞

+
−==

+
=

+
−

0 2
2

01 2

1

0 2 )12(
)1(

sin2
1

1
log

1
log

n

n

n
ddx

x
xdx

x
x π

θ
θ

θ
  カタラン数 

  2log
2

sinlog2
0

ππ

−=∫ dxx    2log
2

sinlog
2

0

ππ
−=∫ dxxx  

  
61

log 21

0

π=
−∫ dx

x
x

        
81

log 21

0 2

π=
−∫ dx

x
x  

  ∫∫∫∫
∞∞∞

∞−

∞

∞−
===

00

22 cossin)cos()sin( dx
x
xdx

x
xdxxdxx  

  dxx∫
∞

0

3 )sin(  dxx∫
∞

0

3 )cos(  dxx∫
∞

0

4 )sin(  dxx∫
∞

0

4 )cos(  

  dxx∫ 2
0

sin
π

     dxx∫ 2
0

3 sin
π

 

  )0(sin
0

>∫
∞

tdx
x
tx

  ∫
∞

>
+0 2 )0(

)1(
sin tdx

xx
tx  

     古典的には複素関数の留数定理やラプラス変換を用いて計算する。 
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【リーマン和の計算とグラフ】 

リーマン和の定義を説明する図を作成すること。すなわち、定義に従って、閉区間 ],[ ba  

で定義された連続関数 )(xf  に対して区間の分割 bxxxxa n =<<<<=∆ "210:  

と各小区間 ],[ 1 kk xx − の代表 kξ を使ったリーマン和 ))(( 1
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るグラフを描くこと。ここで、ｎを与えて分点は乱数によって定める。 )(xf  を与えて 
],[ 1 kk xx − における長方形を描き、 )0,( kξ  と ))(,( kk f ξξ は点線で結ぶこと。 

 
【漸化式を使う計算】 
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 であることを使って、 ),( nxL  を計算するプログラムを作れ。また、これを用い 

 て、 )10,,2,1(),( …=nnxL を求めよ。 
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nm, の場合に応じて 1,11,11,11,11,00,11,00,10,0 ,,,,,,,, −−−−−− IIIIIIIII  に帰着させる 

プログラムを作れ。これを用いて、次の不定積分を求めよ。 
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【大量の不定積分の問題作成】 
有理関数（分子が２次式で分母が一次因子と２次因子の積程度のもの）の不定積分の問

題を４０個つくり、同時にその解答を表示するプログラムを作れ。ここで多項式関数の係

数は －９から９の範囲で乱数によって定めるものとする。 
 
【項別積分】 被積分関数を kについて展開して項別積分し、次の式を導け。ただし 

10 2 << k  とする。 
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【面積】 次の関数で囲まれた図形を表示しその面積を求めよ。 
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【回転体の体積】 次の曲線を x軸の周りに１回転してできる立体の体積を求めよ。 

   円 )0()( 222 brrbyx <<=−+  

   放物線 )10( ≤≤= xxy   

   放物線 )10(2 ≤≤= xxy   

   双曲線 1 (1 )y x
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【体積】 次の立体のグラフを描き、その体積を求めよ。 

   錐面 )0(22 >+−= ayxaz  と 2平面 0, == xxz で囲まれる立体 

   放物面 22 yxz += と平面 xz = で囲まれる立体 
   球 2222 azyx ≤++  と 円柱 )0(22 >≤+ aaxyx  の共通部分 

   ２つの円柱 222 ayx ≤+  と )0(222 >≤+ aazx  の共通部分 
 
【表面積】 次の曲面の表面積を求めよ。 

放物線 )10( ≤≤= xxy  を x軸の周りに１回転してできる回転面の面積 
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1 (1 )y x
x

= ≤ < ∞  を x軸の周りに１回転してできる回転面の面積 

  回転体の体積は有限であるが、曲面積は無限大である。 
放物線 )10(2 ≤≤= xxy  を x軸の周りに１回転してできる回転面の面積 
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【曲線の長さ】 次の曲線の全長を求めよ。 
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空間曲線 )0(,,2 atezeytx tt ≤≤=== −  

 
【反復積分】 次の積分を計算せよ。 
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次の積分順序を変更して計算せよ。 
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【二重積分】 次の二重積分を求めよ。 
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【三重積分】 次の三重積分と四重積分を求めよ。 
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